
⼀般企業向け
DX推進AI研修

ビジネスファシリテーション・サービス

～生産性向上と業務品質の向上を目指して～



オープニング



今回のテーマ

• 第1回︓業務におけるDX化の基本と⽣成AI
プロンプトの作り⽅、データ⼊⼒⽀援

• 第2回︓検索AIの活⽤（情報収集と分析）
• 第3回︓⽂書作成・ビジュアル表現
• 第4回︓プレゼン資料作成
• 第5回︓カスタムGPT活⽤
• 第6回︓情報管理とDX計画、これからのAI

について
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本日のプログラム

• オープニング
– 本⽇のプログラム
– アクションプランの確認（省略）

• チーム内共有「o3を使ってみて」
– 第⼀部︓LT
– 第⼆部︓ディスカッション（今回は紹介のみ）
– 「インタラクティブ資料⽣成アシスタント」の紹介

• 過去回の復習
• 講義1︓Gamma の使い⽅（演習1と同時進⾏）
• 演習1︓Gammaを使ってみる

– o3からGammaへの流れを作る
• クロージング

– アクションプランの策定
• 視聴動画の指定

– 第3回フォローアップのテーマ紹介
• NotebookLM
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※ ⼀部スライドに修正がある
場合があります

※ 休憩は途中で10分程度
 取ります



アクションプランの確認

• ルーフショット
• ムーンショット
• 気づきと学びのシェア
–お⼀⼈2分程度
– 1）ルーフとムーンの進捗率
• ご⾃⾝の感覚でOK。⼀⾔で簡潔に。

– 2）やってみて気づいたこと、学んだこと︓重要
• 達成できた、できなかったより、「できた」「でき

なかった」ことから「何に気づき、そこから何を学
んだか」
– 例）「毎回〇〇だなぁ…つまり︖」
– 例）「今回は〇〇だった。ということは︖」
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チーム内共有



テーマ︓OpenAI o3 を使ってみて
• ファシリテーター

– 東京︓京屋さん、⼤阪︓⼩⾨さん
• 書記︓ChatGPT（新岡サポート）
• タイムキーパー

– 東京︓︖、⼤阪︓︖
• 第⼀部︓LTラウンド（⼀⼈5分×6名＝30分）

– ⼀⼈2分（or3分）説明、2分（or1分）全員から深掘りの質問。
1分講師アドバイス。計5分で⼀⼈が完結。

– 説明のポイント︓どんなプロンプトでどんな結果がでたか。
困ったこと。うまく⾏ったこと。※アウトプットを説明する
のではない

– 今回のLTの⽬的︓個⼈学習と組織ナレッジ化の⼟台づくり
• 書記（ChatGPT）の内容共有と振り返り（15〜20分）

《今回はここまで》
• 第⼆部︓ディスカッション

– 全員に回ったところで次のディスカッションのゴール決め
– ディスカッションのゴール案（別スライド）
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解説：LTとは
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項目 説明

正式名称 Lightning Talk（ライトニングトーク）

意味
“稲妻（Lightning）のように 短く・素早く 行うプレゼ
ン” という意味で、通常 3〜7 分程度に時間を区切っ
た超短尺発表形式。

典型的な構成
1. イントロ（課題・背景）
2. 核心（アイデア・成果・デモ）
3. まとめ（学び・今後）

時間配分例（5 分枠の場合）
- 3 分：発表スライド／デモ
- 1 分：参加者からの質疑
- 1 分：モデレーターや講師コメント

目的・メリット
- 集中力が落ちにくいテンポ感
- 多人数が均等に発言できる
- 要点を “削ぎ落とす” 練習になる

使われる場面
技術勉強会、社内共有会、カンファレンスの幕間など
「短時間で多くの事例・アイデアを共有したい」場面

成功のコツ
1スライド = 1メッセージ／タイマー必須／結論ファー
スト／視覚多め（デモ or 画面キャプチャ）



第二部の例

区分 設定内容 実施イメージ（40〜60 分で完結できる粒度）

目的

参加者６人の LT で見えた知見を集
約し、
「明日から全員が試せる共通プロン
プト習慣」 を作る土台をつくる。

「完成品」よりも
‣ “たたき台”を形にする
‣次回フォローアップで検証・改訂する
という“２ステップ制”を全員で共有してスタート。
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ゴール①
“プロンプト五箇条”のドラフトを作成

-ポストイットで要点を書き出し → 5 つにグルーピング。
- o3 へ要約依頼し 150 字以内の五箇条 を生成。
- 「β版」として Miro に貼り付ければ完了。

ゴール①
“プロンプト五箇条”のドラフトを作成

-ポストイットで要点を書き出し → 5 つにグルーピング。
- o3 へ要約依頼し 150 字以内の五箇条 を生成。
- 「β版」として Miro に貼り付ければ完了。

ゴール①
“プロンプト五箇条”のドラフトを作成

-ポストイットで要点を書き出し → 5 つにグルーピング。
- o3 へ要約依頼し 150 字以内の五箇条 を生成。
- 「β版」として Miro に貼り付ければ完了。



再掲：組織内の4つのAIスキル

A. AIテクニカルスキル

B. AI業務適⽤スキル

C. AI組織内共有スキル

D. AIベーススキル

9

（個⼈）

（個⼈）

（個⼈）

（チーム・組織）

現
時
点
で
の
皆
さ
ん
の
4
つ
の
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
は

⾃
⼰
評
価
で
何
点
で
す
か
︖
︵
1
9
低
︑
5
9
⾼
︶リーダーにはどのスキルもバランスよく求められます。

特に組織内共有・ベーススキルは重要です。
ü 差が出るのはC、D（リーダーシップ）
ü メンバースキルからリーダースキルへの切り替え

⽬に⾒えやすい

⽬に⾒えにくい



サンプルプロンプト紹介
• 推論＆Deep Research向けプロンプト

– インタラクティブ資料⽣成アシスタント
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あなたは「インタラクティブ資料生成アシスタント」です。

▼基本フロー

1. ユーザーの要望は曖昧と仮定し、質問は **原則 1 回に 1 つ**。
   └ ※急ぎ案件などで許可が得られた場合は **最大 2 つ**まで同時質問可。
2. 質問は具体→抽象の順で深掘りし、**原則** 5 問以内で必要情報を揃える。  
   └ **例外**：5 問で不足する場合は「残り◯項目の追加質問が必要ですが続けてもよろしいですか？」と確認し、了承後
に 1 回あたり最大 3 問ずつ追加。
3. **毎回の要件追加・変更時**に「最新データ取得（Deep リサーチ）が必要か」を Yes/No で確認する。  
   - **Deep リサーチ = 外部ウェブ検索・公的統計・最新ニュース等の取得**。
4. 情報が揃ったら  
   - 「▼確認完了」と記し、  
   - 合意事項を 3〜5 行で要約。
5. ただちに最終成果物（例：スライド草案、比較表、要約レポート等）を生成。
6. 成果物提示後に  
   - **自己評価**（評価基準＋100 点満点スコア）を添付。  
   - 「追加で修正・詳細化したい点がありますか？」と尋ねる。  
   - **★クリティカルコメント★**：ユーザーの考え方や生成 AI のアウトプットに対し、盲点・リスク・改善余地を指摘する 1
〜2 段落を必ず付け加える。
7. ユーザーが「完了」と明示するまでサポートを継続。
8. **タイムアウト対策**：48 時間以上ユーザー返信が無い場合は、要点をまとめたリマインドを 1 回送信して待機する。

▼初回質問テンプレ
1. どのような成果物が必要でしょうか？（ざっくりで結構です）
2. 成果物形式は？（スライド／レポート／表 など）
3. Deep リサーチは必要ですか？（はい／いいえ）



過去回の復習



確認質問

• LLMとは︖
• ハルシネーションとは︖
• 推論とは︖
• Deep Researchとは︖
• AIエージェントとは︖
• GPT-4系とOpenAI o系の違いは︖
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⽣成AIにおける...



DX推進AI研修 第3回
⽂書作成・ビジュアル表現

⽇時︓2025年5⽉21⽇ 9時〜12時
場所︓⼤阪本社（オンライン）、東京営業所（対⾯）



講義1︓Gammaの使い⽅



復習：生成AIの種類
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分析AI

⾃律AI

予測AI

推論AI

⽣成AI

テキスト
⽣成AI

画像
⽣成AI

動画
⽣成AI

⾳声
⽣成AI

検索
⽣成AI



Gammaの初期画面
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ゼロからの生成
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生成されるスライド
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「テキストを貼り付ける」からの生成
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テーマの選択
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スライドの基本操作
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サイドバーのメニュー
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画像の編集
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その他のGamma操作
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演習1︓Gammaを使ってみる



代表的なスライド生成AI
• Gamma

– テキスト⼊⼒からAIが⾃動でスライドを⽣成し、⾃動レイアウト調整やリアルタイ
ム編集が可能。

– 料⾦はFreeプラン（400クレジット付与）から、Plus: ¥1,200／⼈、Pro: ¥2,250
／⼈となっています。

– ⽣成速度は約10秒と⾮常に速いと報告されています。
• イルシル

– ⽇本語環境に特化し、1,000種類以上のテンプレートを提供。
– 無料プランでは最⼤3部の資料作成が可能で、パーソナルプランは¥1,848／⽉、ビ

ジネスプランは¥3,278／⽉で提供されています。
• Felo.AI

– アップロードファイルや検索結果など複数の情報ソースを統合し、⾃動でスライド
やマインドマップを⽣成。

– 無料プランの制限を解消するために、プロ検索プラン: ¥2,099（$14.99）／⽉が⽤
意されています。

従来のPowerPointやCanvaと⽐べ、AIスライド⽣成ツールは⾃動レイアウト調整
や⽂脈理解により、作業効率が⼤幅に向上し、90%の時間短縮が可能です。

従来ツールはユーザーが⼿動でデザイン調整を⾏うため時間がかかり、テンプ
レート依存やばらつきが⽣じる⼀⽅、AIツールは統⼀感のあるプレゼン資料を短
時間で⽣成する点が⼤きなメリットとされています。
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クロージング
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再掲︓「ChatGPTの業務活⽤効果」に関する調査

⽶国の経営⼤学院ハーバード・ビジネス・スクール（HBS）や⽶ボ
ストン・コンサルティング・グループ（BCG）などとの共同調査

– https://gendai.media/articles/-/123074?imp=0

• BCGコンサルタントを2つのグループに分け、異なる種類の仕事
(ChatGPT「GPT-4」)を割り当て
– A.「創造的な仕事（creative job）」 （385⼈）
– B.「分析的な仕事（analytical job）」 （373⼈）
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創造的な仕事
ü クォリティ
ü スピード

分析的な仕事
ü クォリティ
ü スピード

⽐較的業務経験の浅い頭脳
労働者の⽅が、より⼤きな

プラス効果を発揮

分析的な業務にはChatGPT
など⽣成AIはマイナスに

作⽤することが判明

注意︓GPT-4のみ
での調査

ü 1つの⾒⽅として

https://gendai.media/articles/-/123074?imp=0
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（続き）
• うっかりこれに依存する癖がついてしまえば、頭脳労働者の創造
性など知的能⼒を減退させる恐れもある

• ⼀⽅、今回の調査に協⼒したBCGのような企業側の⽴場からは、
ChatGPTのような⽣成AIは「組織的・技術的な投資を最⼩
限に抑えて、頭脳労働者の⽣産性や仕事のクォリティを
⾼める上で極めて効果的なツール」と⾒ることができる。

• ⽣成AIの得意領域と不得意領域を正確に⾒極めることが、
これからの企業にとって重要な課題

• 両者の境界線はOpenAIやマイクロソフト、グーグルなど「⽣成
AIの開発企業」が予め指定できるものではなく、むしろ⽣成AIを
導⼊する「ユーザー企業」側が半ば経験的に判定・識別
していくしかない
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「知の探索」と「知の深化」

• 知の探索 (Exploration)
– 新しい知識の獲得、新技術の開発、未踏の市場への進出といった、
新しい機会の追求を指す

– ⾼いリスクと不確実性を伴うが、⼤きな報酬をもたらす可能性もある
– 探索活動は、⾰新的イノベーションを⽣み出す基盤となる

• 知の深化 (Exploitation)
– 既知の領域内での効率化、改良、洗練を⽬指すプロセス
– 製品の品質向上、⽣産プロセスの効率化、コスト削減などが含まれる
– 深化活動は、漸進的な改善や既存の事業基盤の強化に寄与する

• 『両利きの経営』チャールズ・A・オライリー、マイケル・L・タッシュマン著 2019年2⽉
• 『世界標準の経営理論』入山 章栄著 2019年12月 14万部
• 『両利きの組織をつくるー⼤企業病を打破する「攻めと守りの経営」』加藤雅則 2020年3⽉ 

AGC（旧旭硝⼦）の実例
• 『両利きの経営（増補改訂版）ー「⼆兎を追う」戦略が未来を切り拓く』2022年6⽉

【ジェームス・G・マーチによる1991年の論⽂】
組織学習とイノベーションに関する研究の中で、組織が⻑期的な成功を達成するためには、探索と
深化の間で適切なバランスを⾒つける必要があると指摘。組織が直⾯するトレードオフの管理、リ
ソースの割り当て、⻑期戦略の計画における重要な枠組みとして受け⼊れられている。
組織が新しいイノベーションの機会をどのように探求し、同時に既存の事業をいかに効率的に運営
し続けるかという、経営戦略の核⼼的な課題を体現している。
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YouTube︓リモ研いけともさん



推論＆Deep Research

• ビジネスユースケース
– ファクトチェック
– 裏付けデータの調査
– 類似のビジネス事例検索

• ChatGPT Deep Research 事例
– 過去10年データを調査 ・将来5年予測 ・リサーチが終

わったらグラフ化 テーマは「ExcelのMOS試験」 受験
者数の10年の流れと、これから5年予測（エクセル兄さ
んXより）
https://x.com/excel_niisan/status/1886400954196
758776
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Ø エクセル兄さん たてばやし淳
https://voicy.jp/channel/4403/6417262

研美社のユースケースは︖

https://x.com/excel_niisan/status/1886400954196758776
https://x.com/excel_niisan/status/1886400954196758776
https://voicy.jp/channel/4403/6417262


再掲：本研修の特徴 《経験学習》
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ü 経験から学ぶ︓コルブの経験学習理論（Theory）

具体的
経験をする

教訓を
引き出す

内省する新しい状況
に適⽤する

• 適度に難しく
明確な課題
今回はAI

• 何が起きたか（結果）
を振り返る

• 理論を新しい
⾏動で試す

同じ経験をしても成⻑の
度合いが⼈によって違う なぜ︖ 「経験から学ぶ」

⼒の違い︕

• 気づきを理論化する絶対評価ではなく相対評価
（過去の⾃分と今の⾃分）

デービッド・A・コルブ
・1939年⽣
・1984年に体系化



再掲：生成AIの激しい進化の中で・・・

• AI技術の進化に惑わされない
• 「何をいつ、どこで、どう使うの
か︖」をある程度⾃分（⾃分たち）
で議論・判断できるようにする
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• 何から最新情報を得るのか︖
– YouTube︓UP時期の新しいもの、ダウンロード実績、

ビジネス実績など
• 誰から、どう最新情報を⼊⼿するのか︖

– 偏った情報を持っている⼈とそうでない⼈の⾒極め
– AI技術に偏っている、特定のツールに偏っているなど



再掲：クリティカル思考

• Critical Thinkingの推進
– 物事を疑い、さまざまな視点から検証するCritical Thinkingは、AIの

活⽤が進む中で、ますます重要になる。
– 浅い考察や狭い視野に陥ることなく、広い視野で考えを深める姿勢

を育てていきたい。

• ⾃分が⾃分の思考にクリティカルに考える
• AIの回答に対してクリティカルに考える
• AIにクリティカルに思考してもらう

– ユーザ（⾃分）に対して
– AIがAI⾃⾝に対して

• 社内への浸透 
– これらの考え⽅を、社内の⽂化として根付かせていくことが重要。
– 全員がこれを理解し、⽇々の業務に取り⼊れることで、AIの活⽤と

⼈間の⼒のバランスが取れた組織作りが可能になるのではないか。

Copyright  2025 Business Facilitation Service. 35



アクションプランの策定

• 次週までのアクションプラン
–ルーフショット（100％実⾏できること）
–ムーンショット（120％のストレッチな⽬標）

• YouTube動画の紹介
–後⽇

• 次回冒頭で互いの成果を共有
• 事後アンケートに回答
–この後、1時間ぐらいを⽬処にお送りいたします。
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第3回フォローアップについて

• 5⽉28⽇(⽔) 13-16時
• ⼤阪本社（講師が伺います）
• テーマ︓ NotebookLM
• 出来上がりサンプル
–「OpenAI o3 の世界 2025.0510」
• https://youtu.be/mMeOqUzIn8U
• o3 + NotebookLM ＋ Vrew
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https://youtu.be/mMeOqUzIn8U


以上で第3回は終了です。
お疲れ様でした。

事後アンケートにご回答ください


